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各 9 地区の特徴について整理している。 
 調査時点において震災発生から約 2 年半が経とうとしており、仮設住宅での暮らしが長期化す
る中、高台移転などが目に見えてきた地域と、なかなか将来の展望が目に見えない等多くの不安の
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  1 ．高田町の仮設住宅 
  2 ．竹駒町の仮設住宅 
  3 ．横田町の仮設住宅 
  4 ．気仙町の仮設住宅 
  5 ．米崎町の仮設住宅 
  6 ．広田町の仮設住宅 
  7 ．小友町の仮設住宅 
  8 ．矢作町の仮設住宅 
  9 ．気仙郡住田町の仮設住宅 
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活動の内容については本誌第12号、さらに、2012年度については第13号に掲載しているので参照
していただきたい。 
 2013年 8 月 3 日から 7 日、23日から26日の 2 期に分けて、法政大学・明治大学・中央大学・神
戸大学・東北大学等の教員・学生等述べ約120名が参加して、陸前高田市内の49ヶ所と隣接する住
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   第１期合同調査チームのメンバー        第２期合同調査チームのメンバー   









昨年 8 月には高田町33世帯、気仙町24世帯が居住していたが、本年 8 月までに約 3 割の世帯が転
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 
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（宮城 孝）    
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 前回の調査（2012年 8 月）以降、どのような種類の外部支援が行われてきたのかをみていきた
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 
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い。件数が多いものからみていくと、交流会や各種イベントの実施（34件）、お茶会・カフェの実
施（23件）、足湯・マッサージ（22件）、物資提供（21件）、各種教室の実施（13件）、居住環境の
整備（11件）、炊き出し（ 8 件）、健康づくり支援（ 7 件）、子ども支援（ 3 件）、畑づくり（ 3 件）、
販売支援（ 3 件）と続く。 
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い団体から、「遠野まごころネット（特定非営利活動法人 遠野まごころネット）」（ 9 件）、そして
「国連の友（特定非営利活動法人 国連の友 Asia-Pacific）」・「邑（ゆう）サポート」・「森林保全団体






 つぎに「大学などの学生グループ」については、21大学（のべ45件）、中高生 3 団体が活動を
行っていた。件数順にみると、「神戸大学」（12件）、「神戸女子大学」・「首都大学東京」が各4件、









 そのほか、行政組織からは 4 団体、企業からは 3 団体、生活協同組合（コープ）からは 2 団体
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 Ⅲ 各地区の仮設住宅における暮らし 
 ■高田町の仮設住宅 
はじめに 
 高田町には 9 団地、合計511戸の仮設住宅が建設されており、現在は約480世帯が入居している。
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住宅については空きが無いか、あっても 1 戸程となっている。 
 
高齢者と子どもの暮らし 
































 今回、インタビューを実施した各仮設住宅団地の会長の就任時期は、 9 つの仮設住宅の内、 5 




 鳴石と長砂、栃ヶ沢の 3 ヶ所では、総会・役員会などの会議があり、女性部などの部も置かれ
た組織だった自治会活動が行われている。 
 独立した建物で集会所があるのは、鳴石と長砂、栃ヶ沢の 3 ヶ所の仮設住宅である。この内、
長砂と栃ヶ沢の集荷所は支援団体のセーブ・ザ・チルドレンが建てたものであったが、今年の 8 
月に管理が陸前高田市に移管されている。また中和野、西和野、大田、大隅の 4 ヶ所の仮設住宅
では空き部屋を談話室として活用している。一方、山苗代（サン・ビレッジ）、大隅第 2 の 2 ヶ所
の仮設住宅には集会所や談話室がなく「空き住戸が出たら集会場として使いたい旨申し出ているが、
なかなか空き住戸が出ない」（大隅第 2 ）という声もうかがった。 
 
住宅再建・復興まちづくりについて 




現代福祉研究 第14号（2014. 3） 






























 竹駒町では 6 団地272戸の仮設住宅が供給され、自治会はいずれも平成23年 8 月までに結成され
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 
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空き住戸の利用と管理 




























 20世帯以上の仮設団地では年に 1 度の総会が開かれており、久連坪団地では「班長会は 8 人の
班長と会長・副会長・事務局長・健康推進委員・会計・事務 2 人の 7 人、計15人に呼びかけて開
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 気仙町には今泉地区に 1 つ、長部地区に 8 つ、計 9 つの仮設住宅が建設されている。長部小学
校に建設された牧田第一仮設住宅（44戸）と谷戸の集落の最奥に位置する上長部仮設住宅（41






 インタビュー調査を実施できた 6 団地（上長部、牧田第一、牧田第二、二日市第一、要谷第一、
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 
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町裏）では、この 1 年間の転出は12戸、転入は 4 戸となっている。転出は住宅の自力再建・リ
フォームによるもの（11戸）のほか、お孫さんの近くに住むために上長部仮設住宅から二日市第
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極的に今泉に戻ってくる人は少ない。」（町裏）との見方もある。      
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 





























入居が 4 戸とのことである。空き住戸は、 6 戸とのことである。 
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 要介護高齢者が 8 人、障害者が 2 人、障害児が 1 人で、要介護高齢者は、デイサービスを利用
している方が 7 人いる。また知的障害がある人がいて、父親が救急車で搬送され、自治会長さん
が中心となって様子を見ているとのことである。 




















































現代福祉研究 第14号（2014. 3） 
 - 152 -
表 転出世帯数 
 大久保第二 大久保 長洞 
転 出 不明 10 2 
 自力
再建
不明 8 2 








































 過去の住環境改善についてみてみると、 3 団地すべてにおいて、屋根のひさしや風除室、風呂
























くなっている。      
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 広田半島に位置する小友町は、2011年 4 月～ 5 月に仮設住宅の建設に着工した。内訳は公営地 1 
カ所に木造一戸建てを108戸、長屋式を60戸、また、民営地 4 カ所に長屋式を114戸（小友町全体
で仮設住宅合計282戸）供給している。 
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   段差をつけた仮設住宅（戝当）          玄関を改良した仮設住宅（三日市） 
 ■矢作町の仮設住宅 
はじめに 
 矢作町は、陸前高田市の最西部に位置し、 8 つの町の中でもっとも面積が広い地区である。矢
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た。数世帯を担当する班長は 1 － 2 ヶ月交代で負担を軽減し、重要な回覧板をまわすときに安否
確認を兼ねて見回る自治会長もいる。また複数の仮設団地で男性の自治会長を傍で支える元気な中



















  質問票を配布する（諏訪仮設住宅）        自治会長聞き取り（片地家仮設住宅） 
 
      
インタビュー調査から見える居住３年目を迎えた 
岩手県陸前高田市仮設住宅における被災者の暮らし 
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■気仙郡住田町の仮設住宅 
はじめに 
 陸前高田市に隣接する住田町は、震災11日後に木造一戸建ての仮設住宅を町有地 3 カ所に全93











 住田町の仮設住宅団地では、高校生以上を大人として扱い、 1 住戸の居住者のうち大人が 4 人
以上の場合、申し出により団地内空き住戸に分居をすることが認められており、 5 戸が分居住宅
になっている。また、 4 戸（うち中上団地は 2 戸）が団地居住者の談話室として利用されている。 
 
高齢者と子どもの暮らし 








 昨年 8 月以降、仮設住宅の改修工事として、1）窓サッシを結露がしにくく、気密性の高い二重
サッシに、2）カーテンだった風呂とトイレの仕切りにドアをつける、3）洗濯物が雨で濡れない
ように軒先を延長、4）冬場のためにトイレの水の不凍処理対策が行われた。 
 この他、森林保全団体 more trees がペレットストーブを各住戸と談話室に設置してくれた。住
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栽培や環境整備等を支援してくれている。なお、団地内の駐車場が 1 戸に 1 台分しか用意されて
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